2.佐渡の鷺流狂言 : その伝承者（佐渡の鷺流狂言 : その伝承者たち） by 池田, 哲夫
に 詳 細 な 型 付 や 装 束 付 な ど も 入 っ て お り 、 今 後
の 努 力 次 第 で ほ ぼ 完 全 な 鷺 流 狂 言 の 復 活 も 十 分
期 待 で き る も の と 考 え る 。  
な お 、 佐 渡 以 外 で 鷺 流 が 伝 承 さ れ て き た 地 方
と し て 山 口 ・ 新 潟 ・ 若 狭 ・ 佐 賀 な ど が あ る 。  
２ ． 佐 渡 の 鷺 流 狂 言 ― そ の 伝 承 者 ―  
( １ ) 葉 梨  源 内  
佐 渡 に お け る 鷺 流 狂 言 の 伝 承 者 と し て 最 初
に 登 場 し て く る の は 、 吾 潟 村 （ 現 在 の 両 津 市 吾
潟 ） の 葉 梨 源 内 で あ る 。 源 内 に つ い て は 「 佐 渡
人 物 誌 」（萩 野 由 之 著  昭 和 ２ 年  佐 渡 郡 教 育 会
発 行 ）に 、「 葉 梨 源 内 は 加 茂 郡 吾 潟 村 の 農 源 太 郎
の 次 男 な り 、 幼 名 を 源 助 と い ふ 。 性 任 達 に し て
物 に 拒 ま ず 、 又 他 家 に 養 子 た る こ と を 嫌 ひ 、 桶
屋 と な り て 一 家 を 立 つ 。 家 業 の 暇 に 狂 言 を 楽 み
て 、 こ れ を 舞 へ ど も 、 師 な き を 以 っ て 果 さ ざ り
し に 、 文 政 四 年 二 十 歳 の 時 、 意 を 決 し て 江 戸 に
出 て 、 直 に 仁 右 衛 門 の 家 に 就 き て 、 門 人 た ら ん
と 請 ふ 、 そ の 家 人 田 舎 の 職 工 ら し き 様 を 見 て 面
会 お も 許 さ れ ず 、 さ れ ど 源 内 は 一 た び 思 ひ 立 ち
た る こ と の 叶 は ざ ら ん 程 は 、 此 所 去 る ま じ と 決
心 し て 、 勝 手 口 に 立 つ こ と 終 日 な り し 。 家 婢  
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が 桶 の タ ガ 切 れ て 、 水 の 漏 れ 出 づ る を か こ つ 見
て 、 我 そ れ を 直 し て 得 さ す べ し と 、 竹 を 請 い て
や が て 繕 ひ な ど な し 、 な ほ 日 暮 る る ま で あ り し
に 、鷺 も そ の 修 飾 な く 、且 熱 心 な る 志 を 感 じ て 、
寄 食 を 許 さ る 。 此 に 学 ぶ こ と 三 年 、 遂 に 千 歳 及
三 番 叟 の 免 許 を 得 て 郷 に 帰 る 。 こ の 国 に 鷺 流 の
狂 言 師 あ る は 、 こ れ に 始 ま る 。 天 保 四 年 二 月 二
十 三 日 、 年 三 十 二 歳 に て 没 す 、 世 の 秀 で て 実 ら
ざ る を 惜 し む 。」  
 
( 葉 梨 家  三 番 叟 免 状  文 政 ５ 年 )  
現 在 、 葉 梨 家 に は 三 番 叟 の 面 、 文 政 ５ 年 （ １
８ ２ ２ ）３ 月  鷺 仁 右 衛 門 定 賢 署 名 の 相 伝 書 と 、
本 間 干 孝 （ 令 蔵 ） が 明 治 ３ ２ 年 乞 わ れ て 書 い た
当 国 狂 言 鷺 流 開 祖 葉 梨 源 内 翁 の 略 伝 が 保 存 さ れ
て い る 。  
ま た 、 佐 渡 に お け る 能 楽 の 中 心 的 存 在 で あ る  
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本 間 家 に は 、 源 内 が 鷺 宗 家 に あ て た 起 証 文 の 控
が 保 存 さ れ て い る 。  
「 起 証 文 前 書 之 事  私 儀 此 度 千 歳 御 免 許 被
成 下 難 有 仕 合 奉 存 候  然 ル 上 ハ 毛 頭 為 略 ニ 相 勤
申 間 敷 候 事  相 手 組 吟 味 仕 相 伝 無 之 者 ハ 一 切 立
合 申 間 敷  尤 相 勤 候 筋 ハ 御 届 可 申 上 候 事  右 御
伝 授 被 下 候 上 ハ 親 子 並 兄 弟 共 御 惣 無 御 座 候 間 ハ
堅 相 伝 仕 間 敷 候 事  右 三 ヶ 条 於 相 肖 者  罸 文  
文 政 四 年 辛 巳  十 一 月 三 日  葉 梨 源 右 衛 門  鷺
仁 右 衛 門 殿  鷺 権 之 丞 殿 」  
残 念 な が ら 、 源 内 が 佐 渡 で ど の 程 度 活 躍 し た
の か 、 師 弟 関 係 が ど う で あ っ た の か 詳 細 は 一 切
不 明 で あ る 。  
た ま た ま 、 真 野 町 竹 田 の 大 膳 神 社 の 氏 子 ・  
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小 田 長 尾 家 の 所 有 す る 能 楽 番 組 帳 の 文 政 １ ２ 年
（ １ ８ ２ ９ ） ８ 月 １ ８ 日 の 能 番 組 の 中 に 三 番 叟
を 源 内 が 舞 っ て い る こ と か ら 、 こ の こ ろ 活 躍 し
た 人 物 で あ る こ と は ほ ぼ ま ち が い な さ そ う で あ
る 。  
 
次 い で 佐 和 田 町 沢 根 を 中 心 に 鷺 流 狂 言 の 免 状 な
 
静 観 は 、 佐 渡 最 後 の 奉 行 ・ 鈴 木 重 嶺 （ 慶 応 元
年
た が 、 静
観
ど が 残 っ て い る 。  
（ ２ ） 三 河 静 観
か ら 明 治 元 年 ま で 在 島 ） の 用 人 と し て 佐 渡 へ
来 た 。 狂 言 は 江 戸 で 鷺 流 宗 家 の 高 弟 で あ っ た 逆
水 五 郎 兵 衛 に 師 事 し た と い わ れ る 。  
明 治 維 新 に よ っ て 奉 行 は 佐 渡 を 離 れ
は そ の ま ま 佐 渡 郡 役 所 の 書 記 と し て 佐 渡 に 残  
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佐 渡 に お け る 鷺 流 狂 言 の 伝 承 系 統 図 
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っ た 。 静 観 は 狂 言 の ほ か に 和 歌 に も 堪 能 で 、 和
歌 の 会 「 相 川 清 楽 社 」 の 会 頭 と し て 、 お お い に
同 地 の 和 歌 の 興 隆 に 尽 力 し て い る 。  
こ の 静 観 の 相 弟 子 に 林 千 代 吉 や 畑 福 新 三 郎
が い る 。  
（ ３ ） 土 屋 辰 次 郎  
嘉 永 ６ 年 か ら 安 永 ４ 年 ( １ ８ ５ ３ ～ １ ８ ５ ７ )
に か け て 、 沢 根 の 土 屋 辰 次 郎 が や は り 鷺 流 宗 家
鷺 仁 右 衛 門 と そ の 弟 子 岡 田 七 之 助 か ら 相 伝 書 な
ど を 受 け て い る  
１ 、 相 伝 書  「 脇 能 間 、 脇 狂 言 並 ニ 大 名 事 」  
   安 政 四 丁 巳 年 九 月 吉 日  鷺 仁 右 衛 門  
１ 、 免 状 二 通  嘉 永 六 癸 丑 二 月 二 六 日  
   鷺  仁 右 衛 門 家 脇 岡 田 七 之 助  
１ 、「 素 袍 落 」 写 し  
   嘉 永 六 年 癸 丑 卯 月 九 日 書 之  興 邦  
 
（ 土 屋 家 免 状  嘉 永 ６ 年 ）  
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し か し 、 佐 渡 に お け る 師 弟 関 係 な ど の 詳 細 に
つ い て は 一 切 不 明 で あ る 。  
（ ４ ） 林  千 代 吉  
林 千 代 吉 ( 号 ・ 喜 正 ) は 安 政 ２ 年 か ら ５ 年 ( １ ８
５ ５ ～ １ ８ ５ ８ ） に か け て 、 鷺 仁 右 衛 門 か ら 相
伝 書 ５ 通 を 受 け た と い わ れ る 。 と こ ろ が 昭 和 の
初 期 に 火 災 で こ れ ら の 資 料 を す べ て 焼 や し て し
ま っ た と い わ れ 、 現 在 同 家 に は 明 治 ９ 年 相 川 県
発 行 の 興 行 許 可 証 と 、 小 道 具 の 刀 が 残 っ て い る
だ け で あ る 。  
石 川 弥 一 の 調 査 に よ る と 、 林 は １ ８ 世 仁 右 衛
門 な ら び に １ ９ 世 権 之 丞 に つ い て 学 ん だ と い わ
れ 、「白 孤 の 伝 を 受 け て い る こ と か ら も 職 分 と し
て 待 遇 さ れ た も の で あ ろ う 」 と い う 。  
 
（ 林 家 の 興 行 許 可 証  明 治 ９ 年 ）  
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林 の 使 用 し た 鷺 流 狂 言 本 の 大 半 は 後 述 す る 天
田 狂 楽 や 鶴 間 兵 蔵 の も と に 譲 り 渡 さ れ て い る 。  
明 治 ２ ７ 年 ６ ５ 歳 で 没 し た 。  
（ ５ ） 小 杉 忠 三 郎  
小 杉 は 明 治 ２ ２ 年 こ ろ 、 林 千 代 吉 に つ い て 狂
言 を 修 め 、 そ の 後 上 京 し て 鷺 権 之 丞 に 師 事 し た
と い わ れ る 。 昭 和 １ ３ 年 発 行 の 二 宮 村 誌 に 次 の
よ う に 記 さ れ て い る 。  
「 青 野 沢 口 、 加 藤 惣 一 郎 の 弟 、 出 で て 同 村 青
野 小 杉 家 を 襲 ぐ 、 性 直 情 径 行 、 明 治 二 十 二 年 町
村 制 実 施 と と も に 青 野 ・ 山 田 ・ 窪 田 三 ヶ 村 合 併
し て 、 野 田 村 と な る や 村 会 議 員 と な り 又 第 一 代
の 村 長 と な り て 村 治 に 尽 し た 。  
此 年 の こ ろ 五 十 里 村 玉 屋 に つ き 狂 言 を 修 め 、
後 上 京 し 狂 言 鷺 流 家 元 鷺 権 之 丞 に つ き 奥 技 を 極
め て 、 一 家 を な す 、 当 時 能 狂 言 の 衰 退 期 と て 家
元 零 落 し 、 亦 佐 渡 に 来 た 。 同 流 秘 蔵 の 「 狐 怪 の
面 」（ 足 利 時 代 作 ）を 初 め と し 三 光 ・ 出 目 甫 関 日
光 氏 等 傑 作 の 面 多 く 譲 り 受 け て 同 家 に 蔵 す 。 又
笛 も よ く し 能 楽 の 囃 方 と な っ た 。 明 治 四 十 二 年
十 月 八 日 八 十 四 歳 に て 死 し た 。」  
小 杉 家 の 狂 言 面 は 近 年 ま で 佐 渡 博 物 館 に 展 示
さ れ て い た と い う 。  
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（ ６ ） 古 木 弥 十 郎  
古 木 弥 十 郎 は 現 在 の 両 津 市 加 茂 歌 代 の 住 人 で 、
後 述 す る 若 林 家 の 所 蔵 狂 言 本 の 中 に 、「林 喜 正 相
伝 是 者 也  干 時 明 治 １ ５ 年 ・ ・ ・ 古 木 弥 十 郎 」
と 記 さ れ て お り 、 古 木 が 林 の 弟 子 で あ っ た こ と
を う か が わ せ る 。  
現 在 、 同 家 は 埼 玉 県 に 移 住 し て お り 詳 細 は 聞
き 出 せ な か っ た 。 没 し た の は 明 治 ４ ２ 年 で 、 鷺
流 両 津 狂 言 会 の 建 て た 古 木 弥 十 郎 の 墓 碑 が 両 津
市 秋 津 地 内 の 墓 地 に あ る 。  
没 年 の 明 治 ４ ２ 年 ６ 月 ２ ０ 日 付 佐 渡 新 聞 第 ２  
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（ 古
木弥十郎
の墓
碑
 
明治
 
年旧
３月
 
日
 
鷺流両津狂言会建之
とある）
 
８ ６ １ 号 に 古 木 翁 追 善 能 の 記 載 が あ る 。 そ れ に
よ る と 、 ６ 月 ２ ７ 日 に 古 木 弥 十 郎 が 狂 言 方 と し
て 、 宝 生 流 に つ く す と こ ろ が 多 い の で 、 そ れ を
追 悼 し 、 加 茂 歌 代 の 江 西 院 で 能 会 を 催 す と 書 か
れ 、 そ の 狂 言 方 と し て 河 村 寛 ・ 三 河 湖 翁 ・ 安 藤
湖 楽 ・ 天 田 狂 楽 の 氏 名 が 出 て い る 。 も し か す る
と こ の 中 に 古 木 の 弟 子 が い る の か も 知 れ な い が 、
全 員 故 人 と な っ た 現 在 で は 知 る 術 も な い 。  
 12 
（ ７ ） 畑 福 新 三 郎  
畑 福 も 沢 根 の 住 人 で 、 逆 水 五 郎 兵 衛 に 師 事 し
明 治 １ ２ 年 ３ 月 の 脇 師 お よ び 狂 言 師 の 相 伝 書 が
あ る 。 能 や 狂 言 の 修 業 の た め に 全 財 産 を な く し
た と い わ れ 、 同 家 に は 能 ・ 狂 言 関 係 の 資 料 は 保
存 さ れ て い な い 。  
（ ８ ） 中 嶋  晴 好  
中 嶋 晴 好 は 、 沢 根 の 畑 福 新 三 郎 に 師 事 し 、 明
治 ３ ３ 年 ２ 月 脇 方 秘 事 を 、 ま た 同 年 ９ 月 に 三 番
叟 の 公 演 な ど を 畑 福 か ら 許 さ れ 、 西 三 川 派 の 金
子 太 夫 座 付 脇 師 に な っ て い る 。 ど う し た い き さ
つ で 畑 福 が 許 状 を 発 行 す る よ う に な っ た の か 、  
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（ 中
嶋晴好
 
昭和初期
ころ）
今 後 の 調 査 が 待 た れ る と こ ろ で あ る 。  
中 嶋 家 に は 三 番 叟 や 狂 言 本 な ど が 数 冊 保 存
さ れ て い る 。 晴 好 の 弟 子 に 子 息 武 雄 氏 が お り 、
脇 師 と し て 活 躍 し て い る 。  
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（ ９ ） 安 藤 世 彦 ・ 幸 彦  
三 河 静 観 お よ び 林 喜 正 の 弟 子 が 安 藤 世 彦 ・ 幸
彦 親 子 で あ る 。 安 藤 家 は 代 々 夷 町 （ 現 在 の 両 津
市 夷 ） の 鎮 守 諏 訪 神 社 の 宮 司 を つ と め て い る 。  
現 在 同 家 に は 、 約 １ ０ 冊 ほ ど 狂 言 本 が 所 蔵 さ
れ て い る 。 若 井 三 郎 氏 の 調 査 に よ る と 、 新 潟 市
古 町 の 加 藤 勝 治 郎 氏 の も と に 安 藤 の 手 に な る 狂
言 本 が 保 存 さ れ て お り 、 そ の 作 製 は 明 治 3 0 年
か ら 4 0 年 こ ろ の も の で あ ろ う と い う 。  
 （ 安
藤
が林
の門
人
であることが明
記
されている）
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（ 安
藤家所蔵
 
狂言本
の一
部）
 
新 潟 市 に は 戦 後 ま も な く ま で 、「 白 鷺 会 」 と  
い う 狂 言 の グ ル ー プ が あ り 、 そ の 指 導 を 安 藤 が
し て い た の で そ の 手 に よ っ て 筆 写 さ れ た 狂 言 本
が 新 潟 市 に 存 在 し て い る の で は な か ろ う か と い
わ れ る 。  
明 治 初 期 ご ろ 、 先 に 述 べ た 古 木 弥 十 郎 や 後 述
す る 天 田 狂 楽 等 と 「 両 津 鷺 流 狂 言 会 」 を 組 織 し
た よ う で あ る 。  
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現 在 同 家 に は 次 の 狂 言 本 が 所 蔵 さ れ て い る 。 
１ . 小 舞 謡 集  １ 冊  「 明 治 二 十 八 年 八 月 写 す  
幸 彦 」  
２ . 番 狂 言 手 付 本  ３ 冊  「 明 治 四 十 年 十 月  
三 河 湖 翁  七 十 三 歳 」筆 者 は 三 河 静 観 で 、朱
筆 で 極 め て 詳 細 な 型 付 が 書 き こ ま れ て い る 。 
３ . 番 狂 言 本  １ 冊  
４ . 番 狂 言 本 手 附 本  ２ 冊「 明 治 三 十 三 年 葉 月
幸 彦 書 写 」「 明 治 三 十 四 年 文 月 幸 彦 書 写 」  
５ . 間 狂 言 本  ２ 冊  「 明 治 三 十 六 年 写 す 」  
６ . 脇 世 理 荷  １ 冊  
（ こ れ ら の 狂 言 本 の 外 題 に つ い て は 、 後 述 の
一 覧 表 を 参 照 さ れ た い 。）  
（ １ ０ ） 天 田 正 右 衛 門 （ 号 ・ 狂 楽 ）  
石 川 弥 一 は 、 昭 和 ２ ０ 年 代 後 半 こ ろ 両 津 周 辺
の 鷺 流 狂 言 に つ い て 調 査 を 行 っ て い る 。 こ の 結
果 、 明 治 中 期 こ ろ か ら 活 躍 し た 両 津 の 三 河 静 観
の 弟 子 ・ 安 藤 世 彦 ・ 幸 彦 父 子 。 同 じ こ ろ 安 藤 と
と も に 狂 言 を 演 じ 、 第 ２ 次 世 界 大 戦 こ ろ ま で 活
躍 し た 天 田 正 右 衛 門 の こ と が 明 ら か に さ れ た 。  
そ し て 、 両 家 所 蔵 の 狂 言 本 の 調 査 に よ っ て こ の
地 の 狂 言 は 、 鷺 仁 右 衛 門 派 の 幕 末 期 こ ろ の 正 統
詞 章 を 伝 え て い る こ と が 証 明 さ れ た 。  
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 （ 天
田正右衛門
、天
田
は両
津町長
・ 佐
渡能楽
倶楽部会長
であ
った土
屋六右衛門
の片
腕
とし
て町
会議員
をつとめ、両
津
の政
界
・ 能
楽界
の両
方
をリ ドーしていた。）
 
天 田 正 右 衛 門 （ 号 ・ 狂 楽 ） は 湊 町 （ 現 在 の 両
津 市 湊 城 之 内 ） に 慶 応 ３ 年 （ １ ３ ９ １ ） に 生 ま
れ た 。 明 治 ４ ０ 年 こ ろ か ら 狂 楽 と 名 の り 狂 言 方
と し て 活 躍 し た が 、 昭 和 １ ９ 年 １ ０ 月 に ７ ８ 歳
で 没 し た 。  
石 川 の 報 告 で は 「 鷺 流 の 准 職 分 狂 言 師 （ 准 職
分 と い う 言 葉 は な い が 、 素 人 出 で 職 分 待 遇 を う
け て い た 意 味 で 使 っ た の で あ る ） と し て は 最 後  
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の 人 で あ る と 考 え ら れ る の で 、 し た が っ て 地 方
残 存 鷺 流 狂 言 師 と し て 相 当 高 く 評 価 し て よ い と
思 う も の で あ る 。」 と 記 し て い る 。 こ の 文 中 で  
石 川 氏 は 狂 楽 を 准 職 分 と い う 形 で 述 べ て い る が 、
天 田 家 に 所 蔵 さ れ て い る 免 状 の 中 に 「 芸 道 執 心
ニ 付 今 般 在 京 能 被 候 段 流 儀 ニ 在 リ テ ハ 神 妙 之 至
且 芸 道 出 精 二 付 改 テ 鷺 道 場 ト 称 シ 鷺 苗 字 ニ テ 代
稽 古 被 候 共 不 苦 向 後 職 分 可 為 事  明 治 ４ ３ 年 １
月 吉 日  鷺 三 之 丞  定 明  」 や 「 鷺 流 皆 伝  明
治 ４ ４ 年 ４ 月 ２ ４ 日  鷺 三 之 丞  定 明  」 と 記
さ れ て お り 、 職 分 と し て 待 遇 さ れ た こ と は 明 確
で あ る 。 し た が っ て 、 天 田 は 宗 家 直 伝 の 由 緒 正  
 
（ 天 田 家 免 状  明 治 4 4 年 ）  
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し い 芸 風 を 伝 え て い た も の と 考 え ら れ る 。  
次 に 天 田 家 の 所 蔵 し て い る 狂 言 本 の 奥 付 な
ど か ら 、 師 伝 に つ い て み て み た い 。  
天 田 家 の 現 当 主 保 氏 の 話 に よ れ ば 、 正 右 衛 門
は ２ ４ ～ ２ ５ 歳 こ ろ 前 述 し た 安 藤 か ら 謡 を 習 っ
て い た が 、「 狂 言 の 手 が 足 ら ん の で 手 伝 っ て く
れ 」 と 安 藤 に 言 わ れ 、 こ れ が 狂 言 の 道 に 入 る 動
機 に な っ た 。 そ れ が 明 治 ３ ０ 年 代 の こ と で 、 以
後 安 藤 ・ 古 木 ・ 天 田 の 組 で 島 内 各 地 の 舞 台 で 演
じ る よ う に な り 、 以 来 昭 和 １ ０ 年 代 ま で 多 い 年
に は 年 間 ５ ０ ～ ６ ０ 回 に わ た る 能 楽 公 演 の 舞 台
に 立 っ た と の こ と で あ る 。  
 
（ 天 田 の 舞 台 姿  昭 和 初 年 こ ろ ）  
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天 田 家 に 所 蔵 さ れ て い る 狂 言 本 の 奥 付 に は 、
「 明 治 ２ ３ 年 ２ 月  林 喜 正  同 ３ ６ 年 ５ 月  安
藤 幸 彦 ・ 右 原 本 ニ ヨ リ 之 写  明 治 ３ ６ 年 ５ 月 天
田 正 右 衛 門 」 と あ り 、 天 田 の 直 接 の 師 匠 は 安 藤
で あ る が 安 藤 の 師 匠 の 林 や 三 河 等 か ら も 指 導 を
受 け て い た よ う で あ る 。  
ま た 、 「 安 政 元 寅 年  極 月 書 之  林 千 代 吉  明
治 ４ ０ 年 １ 月 林 家 よ り 譲 受  天 田 狂 楽 」「 天 田  
 
（ 天
田家狂言本
 
奥付
から師
伝
がうかがえる）
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狂 楽 君 ガ 乞 フ 但 し 写  明 治 四 十 一 年 五 月  三 河
湖 翁  時 七 十 五 歳 」 な ど の 奥 付 か ら 佐 渡 で の 師
伝 が う か が え る 。  
明 治 ４ ３ 年 、 狂 楽 は 上 京 し 家 元 を さ が し 、 や
っ と 鷺 三 之 丞 を た ず ね あ て た が こ の 時 す で に 鷺
流 は 全 く 衰 微 し て い た た め 、「遠 い 佐 渡 か ら よ く
た ず ね て く れ た 」と 三 之 丞 は よ ろ こ ん だ が 、「 自
分 は も う 稽 古 を つ け て い な い か ら 」 と 、 家 元 の
後 継 者 に な る 鷺 畔 翁 と 師 範 代 服 部 彦 七 に つ か せ
て 稽 古 を さ せ る こ と に な っ た と い う 。 狂 楽 は 神
田 神 保 町 に 下 宿 し て 稽 古 に は げ み 、 明 治 ４ ４ 年
４ 月 ２ ４ 日 鷺 流 先 祖 祭 の 時 に 皆 伝 免 状 を 与 え ら
れ た 。（ 天 田 家 現 当 主 保 氏 の 話 ）  
天 田 家 に 所 蔵 さ れ て い る 狂 言 本 の 中 に 「 宗 家
一 子 相 伝 控 □ 秘 書 ノ 儀 ハ 親 子 兄 弟 タ リ 共 拝 見 相
ナ ラ ザ ル 事  大 習 一 子 相 伝  座 禅  こ ん く わ い  
今 悔 ト モ  門 外 不 出  宗 家 ニ ハ 東 京 大 震 災 ニ テ
原 本 ヲ 焼 失 セ リ 」 と 記 さ れ 、 さ ら に そ の 奥 付 に
「 干 時 明 治 四 十 四 年 四 月 二 十 四 日 宗 家 先 祖 祭 ノ  
時 流 儀 ニ テ ハ 一 子 相 伝 也   弟 子 家 ヘ 相 伝 セ ラ レ
シ ハ 正 右 衛 門 四 十 五 年 ト 外 一 人 也   正 右 衛 門 ヘ
ハ 皆 伝 免 状 ヲ 附 与 セ ラ ル   外 一 人 の 弟 子 ト ア ル
ハ 東 京 市 神 田 区 多 町 二 丁 目 十 七   角 善 事  水 野  
 22 
善 次 郎 忰  水 野 清 四 郎  号 素 水  宗 家 ハ 東 京 市
本 郷 元 町 二 の 六 六  鷺 三 之 丞  宗 家 師 範 代 兼 親
権  服 部 彦 七  鷺 流 後 継 者  浅 草 区 馬 道 町 六 丁
目 六 番 地 鷺 畔 翁 」 と 記 さ れ て い る 。  
そ の 他 、 林 よ り 天 田 が 譲 り 受 け た 狂 言 本 の 年
号 は 、 嘉 永 四 年 ・ 同 七 年 ・ 安 政 元 年 ・ 同 二 年 ・
同 四 年 と な っ て い る 。  
ま た 、「 表  ご ぜ 舞  此 書 ハ 沢 根 町 字 五 十 里  
林  喜 正 先 生 ( 玉 や ) ノ 秘 伝  座 禅  裏  弘 化 三
丙 午 十 二 月 二 十 五 日 於 上 屋 敷 初 而 勤 之  鷺 健 次
郎  賢 通  四 十 八 歳  ア ト  鷺 慎 之 助  賢 威  
十 七 歳  後 見  矢 田 清 右 衛 門  同  下 野 光 太 郎 」 
と 記 さ れ た 狂 言 本 な ど が 多 数 所 蔵 さ れ て い る 。  
 
（ 天 田 家 狂 言 本 の 一 部 ）  
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（ 外 題 に つ い て は 一 覧 表 を 参 照 さ れ た い ）  
以 上 の こ と か ら 、 狂 楽 の 師 伝 は 明 確 で は な い
が 、最 初 の こ ろ は 安 藤 世 彦・幸 彦 に 教 え を 受 け 、
や が て 沢 根 の 三 河 静 観 や 林 千 代 吉 に 、 さ ら に 明
治 ３ ２ 年 こ ろ 上 京 し 、 鷺 １ ９ 世 権 之 丞 や そ の 弟
子 た ち か ら 教 え を 受 け た も の と 考 え ら れ る 。  
佐 渡 で の 共 演 者 に は 三 河 静 観 ・ 影 山 泰 次 ・ 河
村 寛 ・ 古 木 弥 十 郎 な ど が い た 。 こ れ ら の 人 び と
の 死 去 に 伴 い 、 鷺 流 狂 言 の 伝 承 者 の 滅 亡 を 憂 た  
 
（ こんくわいの面
 
天田家蔵
 
作者不明）
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狂 楽 は 、 昭 和 １ ２ 年 ７ ２ 歳 の と き 鷺 流 の 伝 承 に
つ い て 識 者 に 次 の よ う な 呼 び か け を し て い る 。  
「 伝 統 の 久 し き に 亘 れ る 、 吾 鷺 流 狂 言 は 不 幸
に し て 大 正 十 二 年 関 東 大 震 災 に よ り 、 家 元 は 全
く 滅 び 、 四 百 数 十 番 に 上 る 狂 言 定 本 も 亦 無 残 に
も 灰 燼 と 帰 し 、 今 や 其 の 定 本 を 完 全 に 伝 ふ る も
の と て は 全 国 恐 ら く 老 生 珍 蔵 の も の 有 る の み に
し て 、 本 狂 言 の 命 脈 は □ て 風 前 の 燈 火 も 只 な ら
ざ る 危 機 に 臨 み 居 り 、 特 に 老 生 は 齢 七 十 二 、 今
に し て こ の 由 緒 あ る 伝 統 を 維 持 し 、 更 に 進 ん で
本 流 興 隆 の 道 を 講 ず る は 古 典 芸 術 保 護 振 興 上 実
に 焦 眉 の 急 務 と 存 じ 居 り 候  
前 述 の 如 く 小 生 珍 蔵 の 四 百 数 十 番 三 十 余 冊
に 上 れ る 狂 言 定 本 は 今 日 に 於 て は 実 に 国 家 的 珍
籍 と 相 成 候 折 柄 老 生 と し て は 流 儀 を 襲 げ る 有 力
な 後 嗣 も な く 従 っ て 本 書 将 来 の 維 持 保 存 に 就 て
は 日 夜 心 も 安 か ら ず 、 本 流 の 流 を 汲 む 老 生 の 芸
術 的 責 任 感 よ り 、 寧 ろ 此 際 子 孫 に 遺 言 し 、 将 来
は 帝 国 大 図 書 館 へ 寄 附 せ ん か と も 思 ひ 廻 ら す こ
と も 有 之 候 へ 共 、 永 年 愛 蔵 せ る 斯 る 稀 観 の 珍 籍
を 郡 外 へ 逸 出 せ し む る は 何 と し て も 惜 し き 限 り
に て 思 ひ 切 り 難 く 、 逸 や 角 思 案 の 結 果 本 書 の 保
護 並 び に 鷺 流 の 振 興 の 為 め 、 衣 装 等 も 破 損 用  
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を 為 さ ざ る も の も 調 達 い た し 度 、 此 際 識 者 同 好
者 を 網 羅 せ る 会 員 制 度 と な し 、 本 書 を 会 の 保 護
に 移 す る に 至 り た る を 以 っ て 左 記 要 項 に よ り 、
会 を 組 織 い た し 度 、 何 卒 前 □ □ の 事 情 篤 と 御 了
解 被 下 、 本 流 維 持 の 為 め 御 迷 惑 様 乍 ら 、 此 際 御
入 会 御 援 助 □ れ 賜 り 度 、 右 仕 而 奉  願 候  
□ □ 敬 具  
鷺 流 狂 言 師  
七 十 二 叟  
狂  楽  天 田 正 右 衛 門  
し か し 、 こ う し た 狂 楽 の 呼 び か け も つ い に 効
果 が あ ら わ れ ず 、 昭 和 １ ９ 年 名 人 と い わ れ た 狂
楽 の 死 に よ っ て 、 佐 渡 の 鷺 流 狂 言 は 滅 び た と さ
れ る の が こ れ ま で の 定 説 で あ っ た 。  
狂 楽 の 弟 子 に は 、 木 村 浩 太 郎 ・ 中 川 朝 次 ・ 田
中 安 定 ・ 後 藤 政 次 ・ 中 川 鷹 次 な ど が い た が 、 狂
楽 ほ ど の 活 躍 は し な か っ た 。 こ の 中 で 、 木 村 浩
太 郎 が 最 後 ま で 狂 言 方 と し て 舞 台 を つ と め て い
る 。  
（ １ １ ） 木 村 浩 太 郎 （ 号 ・ 鷺 狂 ）  
木 村 は 幼 時 に 天 田 家 の 養 子 と な り 、 謡 ・ 太 鼓
（ 金 春 流 ） を 習 い 、 後 、 父 狂 楽 と 共 演 も す る よ
う に な っ た 。 号 の 鷺 狂 は 狂 楽 が 家 元 か ら も ら っ  
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た も の で あ っ た と い う が 、  「 自 分 は 安 藤 か ら も
ら っ た 狂 楽 で 通 す つ も り だ か ら 、 鷺 狂 は お 前 に
や る 」 と 言 っ て 、 生 涯 を 狂 楽 で 通 し た 。  （ 前 出
天 田 保 氏 談 ）  
昭 和 １ ９ 年 父 狂 楽 の 死 後 、 鷺 流 狂 言 を 守 り 、
昭 和 ４ ４ 年 ６ 月 ま で 狂 言 方 と し て 舞 台 を つ と め
た 。 昭 和 ４ ８ 年 ７ ３ 歳 で 没 し た 。  
３ ． 現 存 す る 鷺 流 狂 言  
真 野 町 に は 、 鶴 間 兵 蔵 と い う 人 を 中 心 に 「 笛
畝 会 」 と い う 能 楽 グ ル ー プ が 昭 和 １ ５ 年 に 結 成
さ れ 、 今 日 に 至 っ て い る 。 こ の 会 の メ ン バ ー に
現 在 で も 鷺 流 狂 言 を 伝 承 し て い る 人 た ち が い る 。 
（ １ ） 鶴 間 兵 蔵 （ 号 ・ 笛 畝 ）  
鶴 間 兵 蔵 は 万 延 元 年 （ １ ８ ６ ０ ） 現 在 の 真 野
町 吉 岡 に 生 ま れ た 。 シ テ ・ ワ キ ・ 笛 な ど を よ く
し た 。 明 治 １ ８ 年 １ １ 月 に 上 京 し 、 神 田 佐 和 木
町 に 住 ん で い た 鷺 流 狂 言 師 ・ 服 部 彦 七 の も と に
寓 居 し 、 狂 言 を 学 ん だ 。 そ の 後 、 平 永 町 に 住 ん
で い た 鷺 流 狂 言 の 家 元・鷺 権 之 丞 に 弟 子 入 り し 、
本 格 的 に 狂 言 を 習 っ た と い う 。 こ の 時 筆 写 し た
狂 言 本 が 、 同 所 若 林 義 太 郎 氏 の 手 元 に 昭 和 １ ０
年 こ ろ か ら 所 蔵 さ れ て い る 。 義 太 郎 氏 の 父 米 蔵
が 鶴 間 の 弟 子 で あ っ た 関 係 か ら 、 若 林 家 に 所 蔵  
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